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— Kingship, Legislation, Interpretation, Regional interaction —
ISHII Ryota
　本稿は琉球諸島の瓦について、考古史料、文献資料に基づき、王権との結び付きと
社会認識といった観点から論じるものである。
　琉球諸島では瓦は14世紀後半頃には登場していた。発掘調査成果から、グスク時代
と近世期以降の大きく二つの時期に分けられ、さらに諸特徴から細分される。またそ
の成立と発展には、韓半島、日本列島、中国大陸部の瓦文化との交渉があったと考え
られる。
　瓦は沖縄本島南部の首里・那覇を中心とした一帯に偏って分布し、近世期に到って
も一般に普及することはなかった。その背景には瓦使用に伴う大きな負担とともに、
瓦と王権の結び付きがあったと考えられる。琉球王府は瓦の生産・使用を管理し独占
を図っていた。こうした瓦にまつわる制度は瓦の普及を制限し、さらに瓦を巡る思想
にも影響していったことだろう。琉球諸島の瓦は、周辺諸地域に見られるような強い
メッセージ性を持つものではない。しかし王権と結びつき制度によって管理されたこ
とで、葺かれるだけで所有者の社会的・経済的優位を示す装飾材としての意味合いを
強めていった。さらに18世紀後半期を中心に耐火建築材としても注目されていくこと
となる。琉球諸島の瓦は、壮麗で頑健な理想的建築物として認識されていたと考えら
れる。
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1 ．はじめに
　赤い瓦を白い漆喰で固定した屋根が、サンシンやハイビスカスとともに沖縄観光 PR の映像にしばし
ば登場する。都内でも多く見られるようになった沖縄料理店の入口にも、赤い瓦が葺かれている光景を
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しばしば目にする。実際にはコンクリート製のスラブ住宅やトタン屋根、セメント瓦、スレート瓦や洋
瓦を葺いた瓦屋根も現在の沖縄県内には広く分布しているのだが、赤い瓦を巡る意識には格別なものが
あるようだ。とはいえこうした瓦への意識が実際の歴史を踏まえたものでないことにも多くの人は気付
いていることだろう。琉球諸島の瓦は当初から牧歌的なものであった訳ではない。
　本稿は、琉球諸島の瓦の歴史について述べるものである。先ず瓦全般について諸特徴を概観し、その
役割について考察する。その上で琉球諸島の瓦について個別具体的な検討を加えることとする。特に瓦
と王権、瓦を巡る制度、瓦に対する思想、瓦の成立にまつわる交流のあり方に注目したい。また比較の
視座から、筆者が調査してきたヴェトナムをはじめとする各地の瓦についても若干ながら取り上げるこ
ととする。
2 ．瓦について―その特徴と役割
2 - 1 ．瓦の諸特徴
瓦の分類
　瓦は現在のところ、ギリシャ、インド、中国の三地域を主な起源地とすると考えられている（大脇 
2008：13-14）。この内、アジア地域に広く分布したのは中国華北を起源とする瓦であった。「丸
まる
瓦
がわら
」「平
ひら
瓦
がわら
」の二種類を基本とし、互いに重ね合わせながら屋根を覆う葺き方がなされる（図 1 ，図 2 - 1 ，2 ）。
まず平瓦を半分から三分の二程度重ね合わせながら屋根全体に葺き並べる。さらに丸瓦を平瓦の列同士
の間を塞ぐように葺き並べ、屋根の内側に風雨が入り込まないようにする。軒先には、紋様部を持つ「軒
のき
丸
まる
瓦
がわら
」、「軒
のき
平
ひら
瓦
がわら
」が使われることもある。こうした葺き方を「本
ほん
瓦
がわら
葺
ぶ
き」と呼んでいる。
　平瓦の下にはしばしば「葺き土」等の下地材が敷かれる。また丸瓦と平瓦の間にも漆喰等が充填され
る例があり、内側だけでなく外側に盛りつけられることもある。こうした瓦表面の漆喰の痕跡や風化の
状態を分析し、具体的な葺き方を追究することも可能である（石井 2008a：27-28他）1）。
　丸瓦は当初から存在していたわけではなく、最初期は平瓦のみが使用されていたと考えられている。
中国華北・鄭州商城からは平瓦と推察される板状の窯業製品のみが出土しており、3,500年前頃に位置づ
けられている（河南省文物考古研究所 2007：41）。こうした葺き方は「瓪
はん
葺き」「陰
いんよう
陽葺き」等と呼ば
れ、現在も各地で見ることが出来る（図 2 - 3 ，4 ，6 ）。中国明代の技術書『天工開物』「巻中　陶埏第七
巻」（1634年）に見られる絵図（図 2 - 5 ）はこうした屋根を表したものであろう。但し『天工開物』に
よればこうした葺き方は庶民のものであり、「王家宮殿」には丸瓦・平瓦からなる施釉の瑠璃瓦が用いら
れるとされる（海南国際新聞出版中心 1996：1013）。葺き方や瓦の種類が屋敷の持ち主を表象するとい
う記述は注目されよう。なお琉球諸島ではこうした葺き方は現在まで確認されていない。葺き方の種類
は時代毎、地域毎に異なっていたことがうかがえる。
瓦の使用
 1） この他、釘や針金を用いる固定法も確認されている。
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　屋根は単純なようで複雑な形態をしており、全体を隙間なく覆うためには多種多様な瓦が大量に必要
となる。中でも平瓦は重ね合わされる部分が大きいため莫大な数量が必要となる。首里城正殿を復元し
た際には約57,000枚の瓦が用いられたという（又吉 1993：246）。屋敷・王宮全体で必要となる瓦の枚数
はその何倍にもなるであろう。それだけの瓦を生産するために必要な資源、労力もまた、それだけ大き
なものとなるのである。道光26年（1846年）の首里城正殿修復工事の際には薪を確保するよう指示され
たことが確認されており（高良 1998： 6 ）、瓦の生産には様々な資源が大量に必要となることがうかが
える。
　そして平瓦、丸瓦の重量はせいぜい数 kg でしかないが、使用される枚数が多いことから全体の重量は
往々にして大きなものとなる。先に挙げた首里城正殿には瓦だけで60t を超す重量がかかっていること
になる。さらに葺き土や漆喰は瓦の使用量に比例して多く必要となり、その重量は建物と地面に加わる
こととなる。瓦を葺くためには、建物と下部構造にそれだけの負荷に耐える堅固な部材と構造が求めら
れるのである。瓦を葺くことで様々な負担が加わっていくこととなり、手間も資源も増していくことと
なる。
瓦の生産
　瓦は使用に当たって莫大な数量が必要となるため、その生産には高い効率が要求される。一般に丸瓦、
平瓦の製作には型を用いた製作技法が用いられる（図 3 ）。瓦は一定の方式で屋根を覆う葺き方を採るこ
とから、同じ規格で製作された瓦が大量に必要となる。この点でも型を用いた生産は適していたと言え
るだろう。
　瓦の製作技法の中でも、「模
も
骨
こつ
」と呼ばれる型に粘土板を巻き付ける製作法は広く普及したことが知ら
れている。この方法では丸瓦なら二枚、平瓦ならば四枚程度を一度に製作することが可能である（図
3 - 1 ，3 ）。この他、軒先に用いられる軒丸瓦、軒平瓦の紋様部「瓦
が
当
とう
部
ぶ
」の製作にも、紋様を彫り込ん
だ型「笵
はん
」が用いられる例が広く見られる。笵には材質、製作技法等に特徴があり、特徴はそのまま瓦
当部に転写される。こうした性質に注目して、軒瓦資料の表面観察から笵を復元し、生産地と消費地の
関係を追究することも可能である（石井 2010a）。
瓦の役割
　大きな負担を伴う瓦葺きは、どういった役割を果たすのだろうか。ここでは建物を堅牢にするための
合理的役割と、飾り立てる装飾的役割に分けて概観してみよう。
　アジア諸地域では伝統的に植物質の屋根材が使用されてきたが、茅葺き・板葺きの屋根と比較した時、
瓦は屋根材として優秀な特徴を多く備えているといえよう。瓦は窯業製品であり、重量は大きく、漆喰
と組み合わせて固定されることで高い耐風性を持つ。また不燃性である点も重要である。そして植物質
の屋根材と比べて硬質で腐食せず、高温多湿な南西諸島であってもそれ自体が変形、変質することはほ
とんどない。耐久性の高さは驚異的ですらある。沖縄本島では200年以上使用された例が確認されている
（大川 1962：116-117、石井 2010b：60-63）。奈良の元興寺では飛鳥時代の瓦が現在も葺かれており、瓦
の堅牢さをうかがわせる実例だといえよう。瓦が建物より長く使用されることも稀ではなく、古材とし
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て再流通する例が多く知られている。琉球諸島でも実例が確認される（名護市史編さん室 1999：213）。
　また瓦は装飾効果を発揮する屋根材でもある。丸瓦と平瓦は直線と曲線が組み合わさった屋根景観を
織りなし、茅葺きや板葺きにはない独特の美観を備えている。さらに鬼瓦、鯱
しゃち
鉾
ほこ
、獅
し
子
し
口
ぐち
といった屋根
を飾り立てるための瓦も数多く存在する。先に挙げた軒丸瓦、軒平瓦も装飾性を重視した瓦である。瓦
当部には紋様が施される例が多く、軒先に並び持ち主の政治的・社会的立場を表象する役割を果たすこ
ともしばしばである。近世期の日本列島では多くの家紋瓦が生産され使用された（図 6 - 1 ）。周辺諸地
域の軒瓦には龍紋を使用した例が知られている（図 6 - 4 ～ 6 ，9 ，10）。また軒瓦の瓦当部の形態も一つ
の装飾要素である。瓦当部が逆三角形を呈した「滴
てき
水
すい
瓦
がわら
」と呼ばれる軒平瓦の一群は、東アジア・東南
アジアに広く分布する（図 5 - 1 ～ 5 ，図 6 - 4 ，7 ～ 9 ）。特徴的な形態は単に見た目だけでなく、陽が照
れば軒先に特徴ある影を落とし、雨が降れば三角形の頂点から雨水が流れ落ちる。天候と合わさって滴
水瓦は独自の建築景観を作り出すのである。
3 ．琉球諸島の瓦
　瓦葺き建築には、莫大な労力と資源、専門の技術者集団を要する。その負担の大きさ故に、瓦葺きは
しばしば所有者の政治的経済的力量を表象する役割を果たすこととなる。また瓦は高い装飾性を持ち、
しばしば所有者の社会的文化的立場をも表象する。さらに瓦の諸特徴を分析することで、窯業生産や流
通のあり方、具体的な建築景観まで追究することも可能である。瓦はその地域その時代の様々な側面を
映し出す重要な研究対象といえるだろう。
　では瓦の持つ一般的な性質を踏まえた上で、琉球諸島の瓦について具体的な議論を進めていくことと
しよう。
3 - 1 ．分類
グスク時代（図 4 ）
　近世期以前の琉球諸島の瓦は、先ず年代から大きく二分することが出来る。グスク時代のうち概ね14
世紀後半頃に位置づけられる瓦群と、16世紀頃から琉球王国の解体する19世紀後半までに位置づけられ
る瓦群である。
　現在のところ、琉球諸島における最初の瓦はグスク時代に位置づけられている。この瓦群は、その諸
特徴から大きく二分される。一つは模骨を用いて複数枚を一度に製作する技法（図 3 - 1 ，3 ）を用い、
平瓦凸面に綾杉紋と銘文が確認され、瓦当紋様は朝鮮半島の瓦に類例を求められる一群である。銘の中
には「癸酉年高麗瓦匠造」銘が確認される資料もある。こうした特徴から朝鮮半島との強い関係性が想
定され、「高麗系瓦」と呼ばれている（図 4 - 1 ～ 4 ）。もう一つは、一枚作り技法（図 3 - 2 ）と軒丸瓦
の三つ巴文（図 4 - 8 ）が特徴的な一群であり、横長長方形を呈する軒平瓦の瓦当部の形状（図 4 - 7 ）
等を含め日本列島に類例を求められることから「大和系瓦」と呼ばれている（図 4 - 5 ～ 8 ）。表面に砂
粒が付着する点も特徴的である。
　両種とも大半は灰色を呈するが、焼成の失敗から赤色や褐色を呈するものも灰色のものと同じように
瓦と琉球（石井）
165
使用されている。また浦添ようどれ出土資料から、瓦を固定するための漆喰は内側に詰められ、外側に
は表出しなかったと推察される（図 4 - 6 ）。その屋根景観は瓦の灰色を主として一部に赤色や褐色が混
ざるものであり、漆喰の白色はほとんど見えなかったことであろう。
　またこの二種は規格や瓦当紋様が異なるため屋根景観も異なると考えられるが、しばしば同じ遺跡か
ら出土している。近接した時期に使用されていたのか、あるいは共存していたのか判然としない。製作
技法を含め相違点が多いものの、両者が近い関係にあった可能性も検討されなければならないだろう。
　なおこれらの瓦群は、出土状況から概ね14世紀後半頃に位置づけられている。琉球諸島で最初に使用
されたと推察される瓦群であり、重要な検討対象といえる。しかしこれまでの議論は「高麗系瓦」に見
られる「癸酉年」銘に関する議論に集中し、瓦の具体的なあり方についてはほとんど研究蓄積がない状
態になっている。その呼称2）を含めて、新たな議論が必要とされている瓦群だといえる。
近世期（図 5 ）
　これらグスク時代の瓦群に遅れて、異なる特徴を有する一群の瓦が登場する。模骨を用いて複数枚を
一度に製作する技法（図 3 - 1 ，3 ）を用い、軒平瓦の瓦当部は逆三角形を呈する「滴水瓦」である。共
伴資料や文献史料から概ね16世紀頃には生産・使用されていたとされる。こうした年代観や古文献の記
述から、中国明代の瓦の影響を受けて成立したと予想され、「明朝系瓦」と呼ばれてきた。しかし明代の
瓦を分析した上で設定された呼称ではないこと、紋様の類例はむしろ宋代の瓦（図 6 - 2 ，3 ）に求めら
れること、瓦用語が中国のものではなく日本列島のものであること等が明らかになり、周辺諸地域から
様々な影響を受けつつ成立した独自色の強い瓦だと考えるのが妥当である。筆者はその系譜に関する理
解の混乱を避け、またその個性を重視する観点から「琉球近世瓦」という呼称を採用している（石井 
2010b：88-101、石井 2011： 1 - 6 他）。
　琉球近世瓦は形態、紋様の組合せから細分することが可能である。また色調が大きく灰色（図 5 - 1 ～
3 ，6 ～ 8 ）と赤色（図 5 - 4 ，5 ，9 ～12）に二分され、灰色の瓦が先行すると考えられる（石井 2010a：
82-83他）。そして「乾隆三年戊午六月十六日作」とヘラ書きされた赤色の丸瓦が確認されている（大川 
1962：116-117）ことから、18世紀前半頃にはすでに赤色の瓦が生産されていたと考えられる。
　琉球近世瓦はグスク時代の瓦とは特徴が大きく異なり、その屋根景観もまた異なっていたと考えられ
る。中でも漆喰の使用法の違いは特徴的だといえよう。出土資料から、琉球近世瓦は漆喰を外から盛り
つけて固定したと考えられ、漆喰の白色が屋根景観に加わることとなる。また当初は灰色、その後赤色
の瓦が生産・使用されるという色調の変化は屋根景観を大きく変えたと考えがちだが、赤色の瓦が生産
されるようになった後も灰色の瓦は使われ続けていたことが判明している3）。また灰色の瓦に属すると考
えられるものの、焼成技術の問題からか一部赤色ないし褐色を呈する瓦も確認されている。近世期を通
 2） 山崎信二氏は「大和系瓦」という用語について、大和＝奈良県と誤解されやすく、研究の混乱を招く危険性を指摘
し「九州系瓦」と呼称している（山崎 2000：396）。
 3） 昭和の大修理（1928～1934年）時、首里城正殿にはまだ灰色の瓦が一部葺かれていたことが明らかになっている（石
井 2010：153-154）。
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じて様々な色調の瓦が屋根に葺かれていたと考えられる。すなわち、赤色の瓦の生産によって瓦屋根が
灰色から赤色へと一気に変わったわけではなく、屋根の補修や新築に伴って色調の交代が少しずつ進み、
全体で灰色から赤色へと徐々に変化していったと推察される。
3 - 2 ．琉球の瓦と王権
　考古資料から政治史を追究するに当たって、権力者に関わる物質資料は大きな手掛かりになると期待
される。大規模で壮麗な建築物、整備の行き届いたインフラ、手間のかかった豪華な祭祀用具、功績の
ある者に下される下賜品といった権力と関わる物質資料は、考古学の重要な分析対象となってきた。上
述した通り、頑健・壮麗であるとともに負担の大きい瓦は一般的に権力と結びつきやすい。では琉球諸
島においてはどうであろうか。考古資料、文献史料から検証してみよう。
　発掘調査成果から、沖縄県内の瓦を出土する遺跡は偏った分布を示すことが明らかになっている（上
原 2002：24-25他）。グスク時代の瓦は、首里城跡、浦添城跡、浦添ようどれ、勝連城跡、崎山御嶽から
まとまって出土している。その他の遺跡でも出土例はあるが、屋根を葺ける程の量は確認されない。ま
た沖縄本島以外では現在までに確かな出土例は確認されていない。当時の瓦葺き建物は沖縄本島のごく
一部に限られており、一部の支配者層のみが使用していたと考えられよう。
　では近世期はどうであろうか。琉球近世瓦の消費地分布をみると、最も多く出土するのはやはり首里
城跡である。その他には天界寺跡、円覚寺跡といった寺院遺跡、御細工所跡、中城御殿跡、御茶屋御殿
跡といった王府に関わる諸施設から出土している。17世紀末以降には先島諸島でも出土例があり、宮古
島住屋遺跡（在番仮屋跡）や祥雲寺、石垣島蔵元跡や桃林寺から出土している。このようにグスク時代
と比べて量とともに分布域が拡大しているが、階層を越えた広がりがあるとは考えにくい。先島諸島に
も分布が広がったとはいえ、庶民層にまで普及していたわけではないようだ。『八重山島年来記』には蔵
元の瓦葺きのために石垣島で瓦生産が開始されたと記述され（石垣市総務部市史編集室 1999：41）、傍
証になると考えられる。
　グスク時代から近世期まで、琉球諸島では瓦の使用は権力者と関係の深い諸施設と宗教関係施設に限
られており、瓦の分布は偏り続けたと考えられる。瓦葺き建築は王権と関わる象徴的な性質を持ち続け
てきたといえるのではないだろうか。
　一方で、こうした瓦を用いた建築物相互の階層差はどうであろうか。王権と結びついているとはいえ、
首里城と寺院とが同格であるわけではない。既に瓦が階層を越えて広がりを見せていた日本列島では、
家紋瓦や金箔瓦等、特殊な瓦が所有者の違いを明示する役割を果たしていた。また中国では釉薬をかけ
た瑠璃瓦（図 6 - 4 ～ 6 ）が用いられていたが、上述の通り庶民には瑠璃瓦の使用は許されなかったとさ
れる。しかし琉球諸島では、首里城で用いられた瓦と同じ製法、同じ色調、同じ紋様の瓦が他の遺跡で
も出土している4）。瓦当紋様は牡丹紋様を主とする花紋であり、家紋や龍紋といった特定のメッセージを
 4） 沖縄諸島と先島諸島では紋様・色調といった点で明瞭な違いがあり、地域格差を明示する意図があったと推測する
意見もあるが、紋様は牡丹紋様の変容が主であり、色調も灰色、赤色の範疇に収まる。両者に大きな差があるとは
し難く、生産地と技術者の違い、流通圏の違いを反映しているとも考えられる。
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強く打ち出したものは確認されていない。琉球諸島では、瓦ごとの差異を設けて所有者をより詳細に説
明することはなかったようだ。瓦は階層を越えて広く普及することはなく、屋根に葺かれるだけで一定
の象徴性を帯びていたと考えられる5）。
3 - 3 ．瓦と制度
　琉球諸島においては、時代を超えて権力者と結び付いた瓦使用の実態がうかがえる。しかし瓦葺きに
は大きな負担が伴うことから、こうした分布の偏りは自ずと生じてくるとも考えられる。ではこの偏り
は意図して作り出されたものなのであろうか。
　琉球諸島における瓦の登場はグスク時代に遡るが、この時期に瓦に関する規制が存在したかどうかは
判然としない。近世期には生産に関する規制が行われていたことが確認されている。各地の遺跡から出
土する丸瓦、平瓦の規格は統一されており、全体で管理されていたことをうかがわせる。また複数の窯
で同じ瓦の型が使用される例があったことが明らかになっている。注目されるのは同じ型でも窯が異な
ると製作技法が異なっている点である。これは生産用具が技術者、施設を越えて使用されていたこと、
すなわち瓦を生産する複数の現場を統括する上位組織が存在したことをうかがわせる実例である（石井 
2010a：90）。
　文献史料からも、琉球王府が瓦に関する諸制度を整備し、生産と使用を統制していたことは明らかで
ある。『琉球國由來記』によれば16世紀には「瓦奉行」が設けられていたことが確認され（伊波普猷・東
恩納寛惇・横山重 1940：52）、瓦を含めた窯業生産を王府が管理していたと推察される。管理体制はそ
の後も続き、窯業関係資料には瓦をはじめとする窯業製品の規格や生産量、瓦の葺き方が細かく規定さ
れ、供給量も記録されていたことが確認される（沖縄県立図書館史料編集室 1991：628-646、759-771、
806-812）。
　王府は生産だけでなく消費も統制していたことが知られる。『法式』（1697年）には、
　一同（諸間切）番所之儀大事成御制札并肝要成御書付共致格護候処、茅葺き故念遺存候間、可成
程者漸々以瓦葺調候様申渡置候事。
　一同百姓中之蔵御物之米雑石入置候処右同断ニ付、是茂何与楚漸々瓦ニ葺替候様申渡置候事。
 （沖縄県沖縄史料編集所 1981：69　傍点と（　）内筆者）
　番所と蔵の瓦葺きを奨励する記事が見られる。もっとも庶民に奨励されたのは蔵の瓦葺きのみであり、
文献史料にはしばしば庶民の瓦葺きを禁じる記述が見られる。中でも先島諸島では地元の士族層に対し
ても瓦葺きを禁じており（琉球大学附属図書館　宮良殿内文庫資料集 文庫資料番号145）、沖縄本島の士
 5） 飾瓦を増やすことで差を示す試みは確認され、一例として施釉の龍頭は首里城正殿のみに葺かれている。しかし同
時期の周辺諸地域と比べ、瓦の中に明瞭な差を設ける強い意図は読み取れず、瓦の使用が限定されることで瓦の持
つ象徴性が作用していたと推察される。なお物質文化を通じて階層性を表象する意図がなかったわけではなく、例
えば広く庶民層にまで普及していた簪は身分や立場に応じて細かく規定されていたことはよく知られている。
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族層とは異なる扱いを強要している。何れも王府による瓦葺きの独占にまつわるものと整理することが
出来るだろう。
　消費に関する規制は実際のところどの程度効果を発揮していたのだろうか。禁止令は違反行為が実際
に発生していたことを示している。とはいえ瓦は屋外に置かれることから、違反は直ちに露見してしま
う。規制の存在は普及を阻む要因になり得ると考えられよう。上述した瓦分布の偏りは、王府による統
制が背景にあったと考えられる。
3 - 4 ．瓦を巡る思想
　以上のように、琉球諸島において瓦は王権と強い結びつきを持っていた。そして様々な制度が定めら
れ、王府主導による瓦の統制が行われた。王府は瓦の生産と使用に介入し、瓦のあり方を左右していた
と考えられる。
　では琉球諸島の社会は瓦をどのように捉えていたのだろうか。瓦の評価について記した限られた資料
から検討してみよう。
　近世期、琉球王府は火災対策を推し進め、中でも建築物の不燃化を重視し瓦に注目している（石井 
2008b： 1 -15）。防火と瓦の結びつきを明示した記述は18世紀後半からよく見られ、これは王府が消防組
織「惣與方」を設置する（球陽研究會 1974：605）等防火対策に積極的であった時期と重なる。この時
期の資料として、『新参阮姓家譜』の序文（1762年）には興味深い記述が見られる。
　（前略）……三良要救其（火災）難、即營陶舎於眞玉橋村而始焼瓦。……（中略）……即轉奏請将
瓦改蓋國殿及上下坊宗廟寺院等、而改蓋焉不唯免火災堅牢永保。遂褒賜安次嶺名地頭、……（後略）
 （那覇市企画部市史編集室 1983：162　句読点と（　）内筆者）
　祖先である三良は火災を免れるための社会貢献として瓦を作ったこと、瓦葺きにしたことで首里城正
殿他は火災を免れたとしている。これは必ずしも実態に即しておらず、1670年に初めて瓦葺きになった
首里城正殿は1709年に焼失しており、また1697年に瓦葺きとなった円覚寺は1721年に焼失している。瓦
葺きにしても火災になった訳だが、評定所の答申書にはこの功績を評価し新家譜を与えるとある。防火
と結びついた当時の瓦認識がうかがえる。
　また瓦の装飾的側面も重視されていた。『与世山親方八重山島規模帳』（1768年）には琉球近世瓦の二
つの側面を明示した記述がある。
　一、瓦葺之儀為火用心蔵迄を御免ニ候処、奉公人之家者住居所并門迄も惣様瓦葺ニ召成置候方多有之、
且又屋作程来之儀も本屋廂共長四間ニ横三間、台所長三間よく弐間ニ不過様御法様等被仰定置候処其守
達無之、法外ニ作広夫ニ応シ物毎過美ニ相見得、所中痛之基甚以不可然候、向後家作り之儀御法之通相
守、此中法外作置候家瓦葺ハ当年中かやニ而葺替、程来之儀ハ以後葺替之砌可相改事
　附、頭役之儀ハ為差立役目候間、役中八帖敷之客座迄ハ心次第別ニ作立候共不苦候なり
 （石垣市総務部市史編集室 1992：50）
瓦と琉球（石井）
169
　瓦葺きは「火用心」のためのものだが、法外に大きな瓦葺き家屋を作っていると物事が「過美」にな
り、また贅沢は皆が苦しむので法外の瓦葺きは茅葺きに葺きかえるよう定めている。但し「頭役」は規
定の範囲で自由にしてよいとしている。瓦には防火機能と使用者の社会的立場を表象する機能が同時に
備わっていたことをうかがわせる。
　ただ琉球王府の瓦使用統制は禁止と承認を主としており、士族層に瓦葺きを与える、あるいは優遇す
るというわけではなかったようだ。中国から来琉した冊封副士の徐葆光による『中山伝信録』（1719年）
には、久米村の功績ある士族でも茅葺きに住む者がいたと記述される（沖縄県立図書館 1977：176-177）。
瓦葺きには経済的な意味合いも付きまとっていたことが確認される。
　琉球近世社会における瓦葺きは、火災に耐え持ち主の階層と経済力を示すものであり、頑健で壮麗な
理想的建築だと認識されていたと考えられる。士族層にとっても瓦葺きは羨望の的であったことだろう。
琉球王国が解体され、瓦葺き禁令が解かれると、地方有力者たちはこぞって瓦葺きを建て始めており、
瓦葺き建物は広く普及したことが知られる。瓦葺きを持つことを目標とする意識は戦後に到るも広くあ
ったと言われ、連綿と続いてきた瓦葺きへの羨望の深さをうかがわせる。
4 ．小　結
　以上、琉球諸島における近世期以前の瓦について幾つかの観点から概観してきた。最後に「中心と周
縁」の視点を盛り込みつつ、本稿のまとめと今後の課題について考えてみたい。
　グスク時代から近世期にかけて琉球諸島で生産・使用されていた瓦は何れも素焼で、本瓦葺きのみ確
認されている。当初は灰色、18世紀頃には赤色の瓦が登場している。グスク時代の瓦については研究蓄
積が乏しく、生産地すら確認されていない。また琉球近世瓦は周辺諸地域からの影響を受けつつ発展し
ていったと考えられるが、その成立過程はまだ明らかになってはいない。解明には周辺諸地域との広範
な比較研究を要し、今後の課題の一つである。
　琉球諸島の瓦屋根は全体でみると灰色ないし赤色だが、焼成失敗品や古材と混ぜて葺かれたためにつ
ぶさに見るとまだらになっていたと推察される。これは琉球諸島だけの特徴ではなく、世界全体の瓦屋
根にも概ね当てはまる景観であると考えられる。また琉球諸島の瓦は本瓦葺きであり、近世期には滴水
瓦が使用されている。この点で中華的瓦文化の範疇にあることは間違いない。ただ同種の瓦は広範囲に
分布しており、また上述の通り日本列島を含め他地域からも影響を受けた可能性が想定されるため、中
国からの影響のみで成立したとは即断出来ない。実際に同時代の中国の王宮における瓦と比較した時、
両者の間には相違点が多い。同様にまたヴェトナムの当該期の瓦と比較した時、そのあり方とは異なる
といえよう。琉球諸島の瓦は素焼き・花紋であり、ヴェトナムで見られたような中国の王権を強く意識
した意匠の瓦を用いることはなかった。ただ調査事例が非常に多く情報蓄積の進んでいる日本列島、琉
球諸島と比して、周辺諸地域の瓦資料はまだ同精度で比較できる程の情報蓄積がなされていないのが現
状である。今後各地の研究者と連携して解決していかなければならない大きな課題であろう。
　近世以前の琉球諸島では瓦葺きは王権と結びつく高い価値が与えられていた。同時期の周辺諸地域に
目を向けると、諸国の王城をはじめ主要な建築には瓦が葺かれ、やはり所有者の高い地位と経済力を表
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象していた。ただ同時期の中国や日本列島では、時期ごとに差はあるものの瓦の普及を積極的に統制す
ることはほとんどなく、また琉球諸島で見られたように耐火建築材としての機能も重視されていたが、
むしろそれ故に、瓦葺きの普及を奨励することもあったとされる。
　また所有者をより詳細に表象するために瓦に格差を設ける試みが各地で見られる。特にヴェトナムで
は本瓦葺きにも素焼きの瓦と瑠璃瓦があり、また平瓦のみの瓪葺き（図 2 - 6 ）、板状の瓦ゴイムイ（図
6 -11，12）を用いた東南アジアに特徴的な瓦葺き（図 2 - 7 ）も存在し、さらにそれぞれ異なる意味合い
を持って使い分けられていた可能性がある。琉球諸島の瓦葺きは素焼・本瓦葺きに限られ種類に乏しい。
ただ瓦葺き建築は沖縄本島南部、中でも首里に集中しており、王権と強く結び付き、屋根に葺かれるだ
けで持ち主の力と立場を表象し誇示する機能を果たすことが出来たと考えられる。そのあり方は瓦が当
初持っていた特質をよく保存していたということも出来るだろう。瓦を巡る諸制度は瓦と王権の結びつ
きを強め、防火への積極的な取り組みはさらに瓦の価値を押し上げ続けたことだろう。瓦葺きは理想的
な建築物であり、長きに渡って琉球諸島の人々の羨望の的であったと考えられる。
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瓦当
丸瓦　　　　　　平瓦
軒丸瓦　　　　　　　　　　　軒平瓦
図 1 　瓦の種類（本瓦葺き）
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図 2 　様々な瓦屋根景観
1 ，2 、本瓦葺き（ 1 、沖縄本島 中村家住宅　 2 、中国 山西省青蓮寺）
3 ～ 6 、瓪葺き（ 3 ，4 、中国 山西省崇寿寺　 5 、『天工開物』　 6 、ヴェトナム フエ ダイ・ノイ）
7 、板瓦葺き（ヴェトナム ハノイ 一柱寺）
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図 3 　琉球諸島の瓦の製法
1 、平瓦（桶巻き作り）　 2 、平瓦（一枚作り）　 3 、丸瓦
模骨粘土板
瓦衣
整形台
粘土板
模骨粘土板
瓦衣
1                             2                              3
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図 4  グスク時代の瓦
1 ～ 4 、「高麗系瓦」　 5 ～ 8 、「大和系瓦」
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図 5 　琉球近世瓦（軒瓦）
1 ～ 5 、軒平瓦　 6 ～12、軒丸瓦
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図 6 　周辺諸地域の瓦
1 、浅野公爵邸（東京大学浅野地区）　 2 ，3 、南宋（ 2 、浙江省石塔頭　 3 、浙江省唐国寧寺東塔遺址）　 4 ～ 6 、明（浙
江省眼香廟瓦窯）　 7 、ヴェトナム　胡朝（タインホア省胡朝城跡）　 8 ～12、ヴェトナム　黎朝（タインホア省ラムキン
遺跡）
1                              2                        3
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